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酒田光陵高等学校 学校評価委員会 

１ 回答者数 生 徒  556名（回収率 66.0 R2：98.0 R1:91.8） 

保護者  535名（回収率 63.5 R2:62.5 R1：68.8） 

教職員   59名（回収率 72.0 R2：76.5 R1：97.8） 

                           

２ 実施時期 令和３年１１月29日（月） ～ 令和３年１２月１２日（日） 

３ 集計結果の概要 

 アンケートはA（そう思う）、B（大体そう思う）、C（あまりそう思わない）、D（そう思

わない）、E（わからない）により回答していただきました。この結果に対して、AとB

の合計がおおむね85%以上と70%以下の設問、顕著な項目に着目いたしました。 

(1) 生徒のアンケートから 

「社会や学校のルールを遵守する」「頭髪・服装等のルールを守る」「きちんとした挨拶

をする」といった項目で高い割合を示しました。また、「この学校に入学してよかった」

という回答は、昨年度より若干下がったものの、依然として高い値でした（本年８３．

５％、昨年８９．８％）。学習や進路に関しても高い評価を示しています。一方、教職員

の生徒に対する指導の公平性に関しては、やや値が低い傾向が見られました。 

(2) 保護者のアンケートから 

 ８５％以上の評価はなく、最も高い項目は「学校の教育目標や経営方針を明確に示

している」の８０．６％、最も低い項目は「ＰＴＡ活動は計画的で、保護者の関心が高

く、協力的である」の３９．１％となりました。この他、学校から保護者に向けての進路

や保健に関する情報提供、教員の生徒への関わり方や指導に関する項目が低い結

果となりました。これらのことから、学校からの保護者への情報提供やコミュニケー

ションに課題があると考えられます。コロナの影響により、様々な活動が制限され、

特に学級担任と保護者、保護者同士の情報交換と親睦を深める学級ＰＴＡがなく、代

替の活動や情報発信も不十分だったと考えられます。 

 (3) 職員のアンケートから 

 教職員は、本校が掲げる教育目標や生徒・保護者、地域の要望が、教科や分掌の目

標に適切に反映されていると認識しています。また、生徒に積極的に向き合い、生徒

の健康や安全・安心に関して情報共有や連携が図られています。資格取得の学習や

外部とのコラボなど各種教育活動への積極的な取り組みが見られます。一方、家庭

学習習慣定着に課題を感じている割合が高くなっています。 

４ 次年度への課題 

 新型コロナウイルスによる活動制限も２年目となり、様々な工夫をしながら、体育祭

や学校祭など、昨年度できなかった行事や活動を実施することができました。一方、

残念ながら今年度も実施できなかった活動もありました。感染防止を第一に、生徒や

保護者、地域の期待や要望に応えられるように学校運営に取り組んでまいります。 

(1)生徒の学びの保障とキャリア形成に向けて 

 「個別最適な学びと協働的な学び」の実現に向け、ＩＣＴを活用した学習活動、授業

改善に向けた授業研究、指導と評価の一体化に向けた研修を行い、教員の指導力向

上に取り組んできました。その結果、例年同様の高い就職内定率と資格取得率の他、

開校以来最多となった国公立大学合格者１０名という成果となりました。学習だけで

なく、進路や生活面での指導など本校の様々な取り組みの賜物です。今後も教職員

が連携し、生徒の自己有用感を高め、質の高いキャリア教育を行っていきます。 

(2) 開かれた学校をめざして 

 本校は、家庭や地域と目標を共有し連携・協働しながら、社会や地域の発展を担い

課題解決に積極的に取り組む人材育成に取り組んでいます。そのために、本校の活

動をホームページや各種ブログなどで情報を発信してきましたが、コロナ禍における

周知や情報発信はさらに工夫する必要があると感じております。本校が推進してき

たＩＣＴをさらに有効に活用し、情報発信に努めてまいります。 

(3) 生徒・保護者とのコミュニケーションの一層の推進に向けて 

 今年度の保護者アンケートは、昨年度より低い評価となりました。また、いただいた

ご意見にも、本校の活動を高く評価するご意見がある一方、厳しいご意見もありまし

た。特に進路や保健に関する情報提供は、これまで同様行ってまいりましたが、コロ

ナ禍の中における保護者と学校のコミュニケーションや学校からの情報発信に課題

があると感じました。学校全体としては、これまで同様に情報発信に努めますが、学

級や年次、あるいは学科などの情報発信も推進してまいります。学校全体としての統

一性を図りつつも、個々の生徒の実態を把握しながら、生徒の主体性を育む指導の

在り方を教職員全体でコミュニケーションを図り取り組んでまいります。 

５ おわりに 

 学校評価にご協力いただき、誠にありがとうございます。皆様からのご意見一つひ

とつを真摯に受けとめ、学校経営のさらなる改善に努めてまいります。 

 今後とも本校教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 


